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1 春闘スタート／労使共同宣言採択／書損じハガキ等回収活動　2 生保労連セミナー(1/16) 3 U&Uネットワーク(宮崎・鹿児島)／イブニングセミナー／連合2024
闘争の取組み　4 マイユニオン(マニュライフ)／私のワーク・ライフ・バランス(協会)／おたより(わが家のペットの特技(猫編))／クロスワードパズル

生保労連のホームページはこちら！ http://www.liu.or.jp  X（旧：Twitter）でも情報発信中！ ＠seiho_roren
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　生保労連は、1月16日に開催した第57回中央委
員会で闘争体制を確立し、「総合生活改善闘争・春
季方針」に基づき総力を挙げて取組みを推進して
います。
　1月25日の第415回労使協議会では、25万名の
組合員を代表して勝田委員長より生命保険協会長
宛てに申し入れを行いました。今2024春闘が極め
て重要な春闘であることから、すでに昨年11月22
日の第413回労使協議会で生保協会に申し入れた

「基本スタンス」（ユニオンネット685号でご紹介）に
基づき、組合員のみなさんの頑張りと期待に最大

限応えるべく、「人への投資」の観点から「賃金改善」
や「営業支援策の充実」に強い決意をもって取り組
むことを表明しました。また、生保産業労使におい
ても従来以上に建設的な議論を積み重ねていく必
要があること等を申し入れました。
　さらに、松村副委員長から、営業現場を取り巻く
厳しい環境や、物価高による苦しい生活の現状を
訴えるとともに、その中で組合員のみなさんが安
心して生活し、前向きに日々の業務に邁進できるよ
う経営側に求めました。あわせて、各組合からの要
求や協議の申し入れに対して経営側が誠意ある対

応を示すよう、生
保協会の特段の
配慮を要請しま
した。
　 生 保 労 連 は、
組合員のみなさ
んが「働きがい・
生きがい」を実感
できるよう、総合
的な労働条件の改善・向上に向けて総力を挙げて
闘争を展開していきます。

上記以外でも、「重点課題」として設定した「年次有給休暇取得日数の増加」「男性の育
児休業取得の推進」「『学び・学び直し』に関する支援の充実・強化」等、各組合がそれ
ぞれの状況に応じた積極的な取組みを展開しています！

▲現場の想いを訴える松村副委員長

▲「労使共同宣言」の採択を確認する
　 生保協会・住吉業務委員長（左）と
 　生保労連・勝田委員長（右）

　上記の要請に続けて、生命保険の意義や役割、
生保産業や営業職員の担う社会的使命について共
有し、産業の持続的かつ健全な発展、そして、すべ
ての国民にとって安心と活力ある社会の実現に向
けて、労使共同宣言を採択しました。
　今後、生保産業の社会的使命達成に向けた取組
みを産業労使でリードすることで、生命保険各社・
各組合の労使協議会等における議論の活性化や取
組みの推進、そして、お客さまや社会からの理解・
信頼の向上に繋げていきたいと考えています。
　詳しい内容についてはユニオンネット689号(特
別号)に掲載します。

組合員のみなさんの頑張りと期待に最大限応えるため

各組合が精力的な
協議・交渉を展開！

「社会的使命達成に向けた
  生保産業労使共同宣言」
  を採択！

～生保協会に対して現場の想いを訴え、最大限の対応を要請～

春季における総合生活改善闘争（2024春闘）がスタート

●営業職員関係
取組み課題 各組合の取組み状況（2月21日現在）

営業支援策の充実 8組合が回答を引き出し、3組合が収束

賃金
改善

月例給与 8組合が回答を引き出し、3組合が収束

臨時給与 4組合が回答を引き出し、3組合が収束

営業職員体制の
発展・強化の取組み 4組合が回答を引き出し、3組合が収束

※各種一時金、各種費用補助等

●内勤職員関係
取組み課題 各組合の取組み状況（2月21日現在）

賃金
改善

月例給与 1組合が回答を引き出し

臨時給与 2組合が回答を引き出し

その他※ 各組合において鋭意交渉中

年収制 各組合において鋭意交渉中

「社会的使命達成に向けた生保産業労
使共同宣言」の内容についてはコチラ
のQRコードよりご確認ください。

●書損じ・未使用ハガキ（郵便ハガキ、年賀ハガキ）
●未使用切手、使用済み切手

●商品券　※収入印紙、古いもの、地方限定のものも可

●ブルーチップ、グリーンスタンプ

●外国紙幣・硬貨

※未使用切手と使用済み切手は混ざらないように分けて回収
してください

※使用済み切手は、切手の周り1cm程度離して切り取ってくだ
さい（集計は不要です）

●中古ＣＤ・ＤＶＤ・ゲームソフト
※シングルＣＤや雑誌の付録、破損品、録画・記録用ディスク

は除く
※ケースや説明書のある市販品が対象

※切手サイズ・商品券サイズも可

●未使用テレホンカード・プリペイドカード
※使用途中、使用済みは不可

　集めているもの

　  締　切

　  送付先

　生保労連では、飢餓のない世界をつくることを目
的に活動している国際協力団体「ハンガー・フリー・
ワールド」の活動趣旨に賛同し、2001年度より書損
じハガキ等回収活動に参画しています。
　みなさまから寄せられた物品は、同団体を通じて
換金され、飢餓に苦しむ人々の自立支援に役立て
られます。

「書損じハガキ等
回収活動」にご協力を！

2024年5月8日（水）までに
生保労連へお送りください

〒113-0034 東京都文京区湯島3-19-5
湯島三組坂ビル3F 
生保労連 企画広報委員会 宛

※送付元の組合名と名前を忘れずに記載し
てください
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